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特 集 

報告！はじめての書評大賞 

 

応募者の声（アンケートより）
アンケート回収期間：11月～12月 

ご協力ありがとうございました。 

Q1:なぜあなたは「書評大賞」に応募されたのですか。 
「ゼミの先生のすすめで」，「夏休みを無駄に過ごさ

ないために，何かしたかったから」，「論文を書くに

あたって読んだ本の内容を整理すると同時に文章を

書くのに慣れようと応募しました」など。 
 

Q2: 書評の対象図書をどのようにして選びましたか。 
「興味のある分野だから」，「図書館で見つけたから」

など。 
Q3: 次回も応募してみたいと思いますか。 
「はい。」（理由）「いつもよりしっかり読めたから」，

「普通に読むよりも，数倍，勉強になったし身につ

いた」，「本の紹介文は難しかったが，短く言いたい

ことをまとめる練習になったから」，「深く読むいい

機会となったから」，「書評大賞に応募するにあたっ 
 

て勉強したことが役に立ったから」，「文章力・論理

的思考力のトレーニングとして」など。 

 

Q4: 執筆してみての感想をお聞かせください。 
「本をただ読むよりも，書評を書いて読む方が，よ

りその本への理解が深まってよかったと思う」，「本

の内容と自分の感じたことを織り交ぜることに苦労

しましたが，書評という新しい分野に挑戦すること

に楽しさを感じた。本の内容を理解するためにも一

つの本を読み流すだけでなく，気になるところは何

度も読み返すことによって本の世界に引き込まれて

いくような体験ができた」，「ダラダラと多くを書く

のではなく，短く，適確に，分かり易く伝えること

の大切さと難しさを感じることができたと思いま

す。」など。 

 

 

「第 1回京都産業大学図書館書評大賞」

表彰式 

2005 年 11 月 30 日（水） 

於：図書館ホール 

2005（平成 17）年度，図書館では「京都産業大学
図書館書評大賞」を創設しました。応募資格は，本

学の学部学生であること，書評対象は本学図書館の

所蔵図書です。 
応募期間は 6月 1日から 9月 30日で，1,500字か

ら 2,000字以内で書かれた 125篇の応募作品の中か
ら，大賞 1篇，優秀賞 5篇，佳作 10篇が選ばれま
した。 

11月 30日に図書館ホールで表彰式を行いました。
受賞者，選考委員（佐々木利廣図書館長，山岸博先 

 

副賞一覧 
 
大 賞：図書カード 1万円分（図書館） 

書見台（丸善（株）） 
電子辞書（（株）紀伊國屋書店） 

優秀賞：図書カード 5千円分（図書館） 
書見台（丸善（株）） 
『イミダス 2006』（（株）紀伊國屋
書店） 
ボールペン（（株）紀伊國屋書店） 

佳 作： 図書カード 3千円分（図書館） 
 

 

生，河原省吾先生，耳野健二先生，前田比呂子先生，

図書館職員 3人），協賛書店（丸善株式会社，株式会
社紀伊國屋書店），見学者を合わせ，約 50人が参加
しました。 
佐々木館長は「応募総数 125篇の中から選ばれた

16篇は，要約力と他人に伝える力が優れていた」と
全体講評を行いました。受賞者は一人ずつ，表彰状

と，副賞，受賞作品・講評が掲載された『Lib.：京
都産業大学図書館報』v. 32，増刊号を受け取りまし
た。 
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「次回，書評大賞へ応募する方へ」 
        前田 比呂子 

 

 

今回は第１回目の「書評大賞」であったが，たく

さんの応募があった。たいへん喜ばしいことであ

る。 
 だが，今回の応募作品では日本語表記や文章表現

が不十分なために評者の考えや意見が読者に上手

く伝わっていない作品が少なからずあった。そこ

で，ここでは審査の過程で特に気付いた点，今後の

参考になると思われる点を主に日本語表記や文章

の書き方について述べてみたい。 
 まず，注意すべき事柄として以下の諸点がある。 
① 段落の初めは一文字空ける。 
② 文末の「だ・である」調，もしくは「です・ま
す」調をどちらかに統一する。 

③ 句読点は適切な箇所に適度に打つ。どこに打て
ばよいか分からない時は，何度も声に出して

読み返してみるとよい。 
④ 特に修辞的効果を狙うのでない限り，文を体言
止めにしてはならない。 

⑤ 接続詞は文脈に合ったものを使う。並立・添
加・選択・順接・逆接・説明・転換のどれな

のか，よく考えてから用いること。 

⑥ 評者である自分の意見と本の著者の意見とは

きちんと区別して書く。どこからどこまでが

本の内容の要約であり，評者の考察なのか，

読者に分かるように書くこと。 

⑦ 国語辞典をこまめに引く。今回は，誤字，脱

字，語義の取り違えがあまりにも多かった。

 次に，より良い作品に仕上げるための工夫を幾

つか挙げておく。 

① 投稿する前に，一度書き上げた原稿を「寝か

せる」。つまり，翌日なり，数日後なりにも

う一度読み返してみると，自分の作品をより

客観的に見直すことができるだろう。 

② 原稿は縦書きで書く，あるいは，一度縦書き

に直してみる。日本語で文章を書く場合，縦

書きは横書きに比べてより理論的，客観的で

文章としてのまとまりがあるという。（＊1） 

自分の文章に締りがないなと感じたら，ぜひ縦

書きを試してみるとよいだろう。 

 
（＊1）例えば，石川九楊『縦に書け！』祥伝社，
2005 年，160～167 ページ参照。ここでは本学の
若井勲夫先生の実験結果も紹介されている。 

（まえだ ひろこ 外国語学部教員）

第 1回図書館書評大賞選考委員の先生に伺いました。 

書評を書いてみよう 

◆上記の前田先生のアドバイスと『Lib.』v.32,増刊号

に掲載された選考委員の講評を参考にして書評を書い

てみましょう。 

◆多くの書評を読むと，良い書評の共通点がうかんでき

ます。たとえば，次のような点です。 

・ 文章の体裁が整っていて，読みやすい。 

・ 評者の視点が伝わってくる。 

・ 感想文ではなく，論理的な批評になっている。 

・ その本がなぜ良いかがうまく説明されている。 

・ 具体例をひいて検証している。 

・ 引用部分が適切である。 

・ 読者を納得させ，唸らせる部分がある。 

・ 書き出しなどにインパクトがある。 

・ 読後感がすっきりとさわやかである。 
・ 紹介された本を読みたくなる。 

 

 

◆図書館で書評を読むときは， 

・新聞の日曜日の読書欄（２階新聞コーナー） 

・雑誌の書評ページ（２階雑誌コーナー） 

・『週刊読書人』（新聞）（２階新聞コーナー） 

・019.9 の書棚（２階）（書評集があります。） 

・インターネット（１階パソコン室） 

・データベース（３階情報検索コーナー） 

などを利用してください。 

◆「書評の書き方は人によってさまざまで，きまった方

法があるわけではない。私の場合は著者の作品歴をかえ

りみたうえで，または分野を同じくする他の著者の作品

群を見わたしたうえで，ようやく新著にとりつくことが

多く」と向井敏は『残る本残る人』（新潮社，2001）の

あとがきで書いています。あなたも書評を書いて「京都

産業大学図書館書評大賞」に応募してください。 
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日本語を見つめなおそう！ 

文化庁が実施している『国語に関する世論調査』をご存知ですか？ 
毎年，言葉の使い方・敬語に関する意識などについて調査が行われているのですが， 
それによると，意味を誤用した言葉や敬語の用い方に疑問を感じる人が多いとの 

結果が出ています。 
昨年度初めて実施した「京都産業大学図書館書評大賞」においても，日本語表記のミスや 
語義の取り違えが目立ちました。 
この機会に改めて日本語を見つめなおし，正しく美しい日本語を身につけてください。 

 
まずは問題。あなたは正しく使えていますか？ 

  
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

【資料名】 

敬語速攻マスター：5つのパターンで応用自在 
学生・社会人のための日本語再入門 
日本人なら間違えたくない日本語 
どこかおかしいあなたの日本語 
王道の言葉づかいはこれだ！職場編 

【著者】 

鈴木昭夫 

読売新聞校閲部 

後藤寿一，漢字研究会 

吉沢典男 

河路勝, 鈴木あつこ 

【請求記号】 

815.8∥SUZ/2 階 
810.4∥YOM/2 階 
814∥GOT/2 階 
810.4∥YOS/2 階 
336.49∥KAW/3 階－資格･就職コーナー

【敬語編】 

問１ 次の文章を正しい敬語に直してください。

あちらの窓口で伺ってください 

問２ 次の文章を正しい敬語に直してください。

先生がお見えになられました 

問３ 次の文章を正しい敬語に直してください。

こちらきつねうどんになります 

【誤用される言葉編】 

問４ 次の言葉の正しい意味はどちらでしょう？

情けは人のためならず 

① 他人をあまやかすとその人のためにならない 

② 人に情けをかけておけば，めぐりめぐって自分にもか

えってくる 

問５ 次の言葉の正しい意味はどちらでしょう？

役不足 

① 与えられた役目に対して，自分の能力が足りない 

② 自分の能力に対して，与えられた役目が軽すぎる 

答 あちらの窓口でお尋ねになってください

「伺う」は「聞く」「訪ねる」の謙譲語で，相手側

に使うと誤用になります。「お聞きになる」「お訪ね

になる」が正しい尊敬語です。 

答 先生がお見えになりました 

「お見えになる」だけで敬語なのに敬語助動詞

「れる」を添えると二重敬語となります。 

答 こちらきつねうどんでございます 
 「なる」には{新しい状況の出現・非人為的}などの

意味があるので，「～になります」が必ずしも丁寧

な接客表現ではありません。場面に合った使い

方をしてください。 

答 ② 
 「ためならず」は，「ためにあらず＝（人の）ため

ではない」が正しい解釈。つまり，人に親切にしよ

うという意味の言葉です。 

答 ② 
 本来の意味は与えられた役目に不満を抱くこ

と。「任されるだけの実力が無い」と謙遜して使用

するのは誤りです。 

 

 

特 集 
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あ
い
ま
い
な
美
し
さ 

―
日
本
語
の
魅
力
― 

小
林 

一
彦 

 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
（
一
五
三
二
―
九
七
）
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
で
あ
る
。
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
来
日
、

信
長
ら
と
も
親
交
を
も
ち
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
住
み
着
き
三
十

五
年
間
暮
ら
し
た
後
、
つ
い
に
日
本
の
土
と
な
っ
た
。
終
焉
の
地

は
長
崎
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
間
、
彼
は
本
国
に
一
四
〇
通
あ

ま
り
の
書
簡
を
送
り
、
『
日
本
史
』
を
執
筆
し
た
。
異
文
化
交
流

の
先
駆
者
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文

化
』
（
岡
田
章
雄
訳
注
／
岩
波
文
庫
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
見
た

中
世
の
日
本
が
、
い
き
い
き
と
活
写
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。 

そ
の
中
に
、
日
本
人
と
日
本
語
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
言
葉
の
明
瞭
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、
曖
昧
な
言

葉
を
避
け
る
。
日
本
で
は
曖
昧
な
言
葉
が
一
番
す
ぐ
れ
た
言
葉
で
、

も
っ
と
も
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
訳
注
者
の
岡
田
氏
は
、 

日
本
で
は
敬
語
を
尊
重
し
、
当
時
は
最
も
複
雑
な
敬
語
法
の
発

達
し
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
敬
語
は
直
接
明
確
な
言
い
方
を
避
け

て
、
特
に
間
接
的
で
断
定
し
な
い
表
現
を
と
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い

る
。 

と
注
を
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
お
か
し
い
。
ま
ず
、
戦

国
時
代
が
「
最
も
複
雑
な
敬
語
法
の
発
達
し
た
時
代
」
か
ど
う

か
は
、
意
見
が
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
フ
ロ
イ
ス
が
接
し
た
日
本

人
は
、
宮
中
の
女
房
や
公
家
衆
よ
り
、
布
教
の
対
象
と
な
っ
た

武
家
や
庶
民
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
複
雑
な
敬
語
を
用
い
て

い
た
か
も
疑
問
で
あ
る
。 

 

フ
ロ
イ
ス
が
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
日
本
人
の
美
意

識
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。 

は
や
く
鴨
長
明
は
、
そ
の
著
作
『
無
名
抄
』
の
中
で
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
た
。 

 
 

幽
玄
の
躰て

い

、
ま
づ
名
を
聞
く
よ
り
惑
ひ
ぬ
べ
し
。 

 

自
み
づ
か

ら
も
い
と
心
得
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、
定
か
に
申
す 

 

べ
し
共
覚

と
も

え
侍
ら
ね
ど
、
よ
く
境

さ
か
ひ

に
入い

れ
る
人
々 

 

の
申
さ
れ
し

趣
お
も
む
き

は
、
詮せ

ん

は
た
だ
詞

こ
と
ば

に
現
れ
ぬ 

 

余
情
、
姿
に
見
え
ぬ
景け

い

気き

な
る
べ
し
。
心
に 

 

も

理
こ
と
わ
り

深
く
詞

こ
と
ば

に
も
艶え

ん

極
ま
り
ぬ
れ
ば
、
こ
れ
ら 

 

の
徳
は

自
お
の
づ
か

ら
備
は
る
に
こ
そ
。
た
と
へ
ば
、
秋
の 

 
夕
暮
れ
の
空
の
気け

色し
き

は
、
色
も
な
く
声
も
な
し
。
い 

 

づ
く
に
い
か
な
る
故ゆ

ゑ

あ
る
べ
し
と
も
覚
え
ね
ど
、
す 

 

ず
ろ
に
涙
こ
ぼ
る
る
ご
と
し
。
こ
れ
を
心
な
き
者 

 

は
さ
ら
に
い
み
じ
と
思
は
ず
、
た
だ
目
に
見
ゆ
る
花
・ 

 

紅
葉
を
ぞ
め
で
侍
る
。
ま
た
、
よ
き
女
の
恨
め
し 

 

き
こ
と
あ
れ
ど
、
言
葉
に
は
現
さ
ず
深
く
忍
び
た 

 

る
気け

色し
き

を
、
『
さ
よ
』
な
ど
ほ
の
ぼ
の
見
つ
け
た
る
は
、 

 

言
葉
を
つ
く
し
て
恨
み
、
袖
を
絞
り
て
見
せ
ん
よ
り 

 

も
、
心
苦
し
う
哀

あ
は
れ

深
か
る
べ
き
が
ご
と
し
。 

 

「
幽
玄
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
」
と
い
う
初
心
者
か
ら
の

質
問
に
対
す
る
、
長
明
の
回
答
部
分
で
あ
る
。
日
本
の
美
意
識

の
代
表
格
「
幽
玄
」
に
つ
い
て
、
長
明
は
、
自
分
自
身
で
も
よ
く
わ

か
ら
な
い
、
と
言
い
つ
つ
、
肝
腎
な
の
は
言
葉
に
表
れ
ぬ
部
分
、
は

っ
き
り
公
言
し
な
い
部
分
、
そ
れ
こ
そ
が
大
事
な
の
だ
、
と
言
っ

て
い
る
。
「
幽
」
は
幽
霊
の
幽
で
あ
り
「
か
す
か
」
、
「
玄
」
は
「
く
ろ
」

で
あ
る
。
つ
ま
り
「
幽
玄
」
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
「
か
す
か
で

暗
い
」
と
い
う
意
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

長
明
は
、
具
体
例
を
二
つ
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
、
秋
の
夕
暮

の
景
色
。
か
く
か
く
し
か
じ
か
の
理
由
で
悲
し
い
、
具
体
的
で
直

接
的
な
原
因
な
ど
何
も
な
い
け
れ
ど
も
、
感
性
の
豊
か
な
人
が

見
る
と
、
じ
ん
わ
り
涙
が
こ
ぼ
れ
て
く
る
、
そ
れ
が
秋
の
夕
暮
な

の
だ
。
も
う
一
つ
は
、
女
性
。
何
か
不
満
で
恨
み
に
思
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
場
合
、
速
射
砲
の
よ
う
に
恨
み
辛
み
を
並
べ
立
て
ら

れ
る
、
あ
る
い
は
取
り
乱
し
て
大
泣
き
さ
れ
る
よ
り
は
、
じ
っ
と

堪
え
て
、
何
か
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
ぞ
、
と
そ
れ
と
な

く
気
づ
か
せ
る
方
が
、
男
と
し
て
は
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
、

反
省
さ
せ
ら
れ
る
。
―
―
二
つ
の
例
は
、
大
切
な
こ
と
、
ほ
ん
と

う
に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
言
葉
に
出
さ
な
く
て
も
伝
わ
る
と
い
う

美
学
で
あ
る
。
は
っ
き
り
言
わ
な
い
の
が
日
本
の
美
し
さ
、
伝
統

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

か
つ
て
『
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
る
日
本
』
（
石
原
慎
太
郎
・
盛
田
昭
夫

著
／
光
文
社
）
と
い
う
本
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
日

本
人
は
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
な
い
か
ら
、
国
際
社
会
で
理
解
さ
れ
な

い
、
日
本
の
国
際
的
な
地
位
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
堂
々
と
「
Ｎ

Ｏ
」
と
言
お
う
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
ん
な
内
容
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
。
し
か
し
、
実
は
「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
え
な
い
の
で
は
な
く
、
あ
え
て

「
Ｎ
Ｏ
」
と
明
言
し
な
い
の
が
、
日
本
人
な
の
で
あ
る
。
学
生
諸
君

に
は
、
「
は
っ
き
り
も
の
を
言
え
」
と
か
「
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
は

し
っ
か
り
伝
え
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
は
通
用
し
な
い
ぞ
」
と
、
普
段

よ
く
口
に
す
る
の
だ
が
、
実
は
日
本
人
が
保
持
し
て
き
た
、
日
本

語
の
文
化
は
違
う
の
だ
と
、
一
方
で
き
ち
ん
と
教
え
な
い
と
い
け

な
い
、
と
少
し
ば
か
り
反
省
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

（
こ
ば
や
し 

か
ず
ひ
こ 

 

文
化
学
部
教
員
） 

 

日
本
語
を
学
ぶ
魅
力
に
つ
い
て
、
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。
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私を魅了する国の言葉  ―日本語の発見について― 

経営学部 ４年次生  安
あん

    

 日本語は美しい言葉だとずっと思っていました。小さい頃，初めて日本語を聞

いた時に，音の響きが美しいと思いその言葉に引き付けられました。意味は分か

りませんでしたが，可愛いらしい響きが好きでした。歌を歌っているような音の

響きや素晴らしい言葉などは外国人が聞いたらそう思ってしまうでしょう。日本

語が優しくて綺麗な言葉だと感じる人は多いはずです。 
それから何年か経って大学に入り，日本語を勉強してから日本語は「音の響き

だけが美しい言語」という考え方が変わりました。音が美しいだけではなく，言

葉そのものも綺麗だと感じてきました。舞妓さんの言葉を上品で女らしい言葉と感じませんか？  言葉の裏には温
かな気持ちを含むことに，私は気付いてしまったのです。柔らかくて，京都の古い雰囲気をいっぱい含んでいる

舞妓さんの言葉には何とも言えない味わいがあると思います。 
日本語は本当に美しいです。敬語は日本語の一つの特徴です。敬語表現には尊敬語，丁寧語，謙譲語の区別が

明確にあり，使い方は難しいですがそれも日本語の美しさだと考えています。なぜかと言うと，他人に対する尊

敬などの気持ちを入れるところがすばらしいと思うからです。実はどの国の言葉にも敬語はあると言われていま

すが，日本語のように敬語を細かく分類し，他人を優しく思いやる言葉は少ないでしょう。 
美しい言葉は日本人の清らかな心を表していると思います。私はこのような綺麗な言葉に魅了されています。 
 

 

今度は本学で学ぶ，留学生の方に日本語の魅力について聞いてみました。 

 

 京ことばの魅力 
 

 

近年，伝統的な方言が衰退し共通語が浸透してきたことも

あり，その地域で話されていることば全体を指して「地域語」

と呼ばれ始めています。京都産業大学に入学して京都に来た

人も，京都で生まれ育った人も，地域語としての京ことば（京

都弁）にふれていることと思います。京都の自然や歴史，町

並みや年中行事に加えて，京ことばは京都のイメージを形づ

くるものの一つではないでしょうか。京ことばの特徴とし

て，優雅でやわらかいイントネーションや，態度をはっきり

表さない表現などがよく挙げられます。 

「～しはる」…「～なさる」の意。軽い尊敬を表す。皮肉を

含むことも。 

「どうどすやろ」…｢どうでしょうか｣の意｡やんわりとした婉

曲な伝え方｡相手に不同意を伝えたり同意を求めたりする。

「～しよし」…「～しなさい(よ)」の意。主に女性が使う命

令形。 

 また「京都らしさ」を表すことばとして“ほっこり”“は

んなり”が用いられますが，本来の意味としては 

「ホッコリ…疲れた様。暖かい様」 

「ハンナリ…陽気で，明るく，ものやわらかな様」 

 

 

（ともに『京都府方言辞典』818.62∥NAK/2階-京都コーナー）

とあります。一般的には“ほっこり”は「ほっとする，安ら

ぐ」の意味，“はんなり”は「上品で落ち着いていて華やか

な様」を表すときに用いられます。京ことばが京都のイメー

ジと重なって用いられているのかもしれませんね。 

 京ことばは関西弁に属しますが，同じ関西弁でもおとなり

の大阪弁とはイントネーションや語彙に相違があるだけで

はなく，その気質も異なるようです。上方落語『はてなの茶

碗』では京都の茶道具商・茶金と大阪出身の油屋のやりとり

で京と大阪の違いが演じ分けられています。やわらかな語り

口でもって油屋の事情を察する茶金と商売気たっぷりの油

屋ですが，典型的な京都人・大阪人という型にはまらない，

おもしろく聴ける噺です。京都をテーマにした落語には，ほ

かに『京の茶漬け』『愛宕山』『殿集め』などがあります。

京ことばを感じる手段の一つとして，落語を聴いてみるのは

どうですか？ 

はてなの茶碗 ; 鉄砲勇助 / 桂枝雀 [演] 

（[CD] 779.13∥KAT-21/1階） 

愛宕山 ; 一人酒盛 / 桂枝雀 [演] 

（[CD] 779.13∥KAT-31/1 階） 

筆者は左端 

 

 
い 
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貴 訪重 資 料 探
「桜

さくら

町
ま ち

天
て ん

皇
の う

御
ご

即
そ く

位
い

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

」 

「桜町天皇御即位図屏風」解説 

所  功 

 

これは，江戸中期の第百十五代桜町天皇が即位され

た式場の光景を描いた屏風である。（二曲一隻，縦 1

ｍ26，横1ｍ63。誂（あつらえ）の塗函入り。）左面

の上部に次のごとく記されている。 

  享保二拾年乙卯（1735）十一月初三日 御即位。

御諱昭仁御宝算十六。今上（中御門天皇）第一皇

子。御母新中和門院，近衛准三后宮家凞公女。 

 当時は八代将軍徳川吉宗が朝廷尊崇の態度を明確に

して，御即位式にも相応の費用を献上したので，践祚

（せんそ）半年後，立派に挙行された。ただ，式場の

紫宸殿も，東西の日華門・月華門も，南側の承明門も，

寛政造営以来の現在見るような京都御所のそれより

すこし貧弱といわざるをえない。 

 けれども，殿上の高御座（たかみくら）の左右に

帳（けんちょう）の女王（にょおう），威儀の命婦（み

ょうぶ），執翳（しつえい）の女嬬（にょじゅ）や擬

侍従（ぎじじゅう）の親王代などが描かれる。また南

庭の桜橋前に日像幢・月像幢・四神旗・萬歳幡など

威儀の品々と所役の人々が詳しく写生され，特に中央

で礼装の宣命使（せんみょうし）が即位の宣命を読み

あげる姿を書いており，当時の実情を伝える貴重な資

料といえよう。 

桜町天皇の御即位図は，『国書総目録』によれば，宮

内庁書陵部に大きな同図３折をはじめ「差図」「次第図」

「調進物之図」「由奉幣図」等がある（別冊歴史読本『皇

位継承儀式宝典』に部分写真掲載）。けれども，民間に

は国学院大学の図書館以外にないようである。 

ちなみに，この屏風は大阪御堂筋にあった萬野美術

館（萬野汽船創業者の収蔵品展示場，一昨年閉館）の

旧蔵品である。 

なお，本学の図書館には，桜町天皇の皇女で，次（桃

園天皇）の次を継がれた後桜町女帝の宝暦十三年

（1763）十一月の御即位図（佐藤為房謹写，絹本着色，

巻子装一軸）も所蔵している。 

（ところ いさを 法学部教員）

 
京都産業大学図書館では，国内外の貴重資料を継続的に収集し

貴重書庫で保存管理しております。今後ともに，収集保存されて

いる貴重資料をさまざまな形で広く社会に公開することを考えて

おります。今回から『Lib. 』に「貴重資料探訪」という新コーナ

ーを企画いたしました。第一回目は法学部所功教授に桜町天皇御

即位図屏風を紹介いただきました。なお，この屏風は所先生が貴

重資料として図書館に寄贈されたものです。     （図書館長） 
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アンケートにお応えして 
～第2回利用者アンケート（平成17年秋学期）から～ 

 
＊ 昨年秋学期に実施しましたアンケートの

集計をもとに，春季休業中に図書館はさま

ざまな『カイゼン』を実施しましたので，

ここにお知らせします。 
＊ ご意見・ご協力をありがとうございまし

た。 
図書館利用改善委員会 

パソコンを増やしてください！ 
プリンターを増やしてください！ 

  
1階パソコン室にパソコンを8台増設し，56台

になりました。プリンターも 1 台増設していま

す。ご利用下さい。 

トイレが暗くて怖いときがあります。明るく楽

しい雰囲気にしてください。 

  
ちょっと工夫してみました。とても明るくなっ

たと思われませんか？本当に明るくなったので

すが，どこが変わったのか，お気づきですか？ 

資格本をもっと増やして！ 

  
語学検定の問題集などを中心にさらに増やし

ます。書架1面分の場所も確保して，コーナース

ペースも広げました。新しい年度のものがどんど

ん入ってきています。どうぞご利用ください。

オススメ本とか，ランキングとか，小さな展示

や解説をいろいろしてほしい。 

  
話題の人々の関連本や企画・映画会に合わせ

た資料の解説・展示，分野別・種類別の貸出ラン

キングの発表など，折々に実施の予定です。お楽

しみに！！ 

定期試験中，満席でしんどいです。もっと机を，

もっと椅子を！ 

  
定期試験中に仮置きしていた折りたたみ机と

椅子を閲覧専用のものに入れ替えると共に，席数

も増やしました。また休憩室にも席を増やしてい

ます。ゆったりご利用ください。 

書棚の表示が分りにくい。番号がずれていると

ころがある。どこにあるのか分らない。 

  
実際の資料配置とサインのずれを調査し，表示

しなおしました。また玄関の案内板・各フロアの

案内板も作り直しました。 

本の落書き何とかして！ 

  
消しゴムで消せるものは消し，どうしても消せ

ないものは購入しなおしています（入手できない

事もあります）。 

皆さん，図書館資料に落書きや線引きをしない

でください。後輩に大切に引き継いで！ 
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こんなご意見も･･････ 
 
開館日を増やし，開館時間を延長して 
ほしい。 
★★現在年間300日開館しています。試験

期間を中心に日曜も開館し，夏期・春期休

暇中も夕方まで開館しています。利用状況

にかんがみ，webも活用しながら可能な限り

少しずつ見直して行ければと考えます。 

新刊・文庫・雑誌をもっと！ 
★★前年度も図書は3万冊，雑誌も50点

以上増加，それらが‘見える’よう工夫し

ます。 

数冊借りていて読みきれないとき，また来て更

新するのもややこしいです。初めから貸出期限を

20日間などにしては？ 

 
そのようなときのために，図書館では図書館

Webサービスを実施しています。期限内であれば

webで簡単に更新できます。申込みは2階で。 

館内がうるさい。試験中は特にひどいです。 
もっと静かにさせてほしい。 

 
図書館は公共の場。皆さんの自覚と図書館から

の働きかけ，これに尽きます。今後も定期的に騒

音・飲食・着席状況を，試験中は特に増強して見

回り，注意します。ご協力を！ 

すごく寒いときや，暑すぎるときがあります。

もっと調整してもらえませんか？ 

 
「暖房は 11月 10日～3月 31日の期間，室温

19度に，冷房は6月15日～9月20日で外気温が

28度を超えた場合」（文科省通達）が基準ですが，

対応しますのでカウンターへ！ 

学生用購入希望図書は今申込票を書いていま

すが，webで申込できるようになるといいと思い
ます。 

  
実施の予定ですが，もう少し検討させてくださ

い。夏期休暇に入るまでには準備を終えたいと計

画しています。 

文庫の並び方は作者別にしてほしい。並び方が

分らない。 

 
図書館の資料は日本十進分類法による分類番

号と，主として著者名のアルファベットとを合わ

せ請求記号とし，その順に並べています。同じ分

野の同じ著者の著書が集まります。 

ペットボトルくらいＯＫにしてもらえません

か？ 

 
図書館の資料は，次の世代へ引き継ぐ大切な資

料です。閲覧室などでの飲食は資料の汚損につな

がりますのでペットボトルもやめてください。 
飲食は1階休憩室で。 

これからもたくさんのご意見をお聞かせ下さい。 
次回のアンケートはインターネットで実施の予定です。乞うご期待！ 
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  スペインの黄金時代を伝える図書館 

    Biblioteca del Real Monasterio de  
San Lorenzo de El Escorial 

エル・エスコリアル・サン・ロレンソ 

王立修道院付属図書館 （スペイン王国） 

山本 啓二 

 

 ユネスコが定める世界遺産の数を競う歴史と文化

の国と言えば，スペインとイタリアである。スペイ

ンの文化遺産は，古くは旧石器時代後期のアルタミ

ラの洞窟から，コルドバの歴史地区，グラナダのア

ルハンブラ宮殿，そして最近では建築家アントニ

オ・ガウディ（1852-1926）の作品にいたるまで，34

もの遺産が国内全土にほぼ均等に分散している。そ

の中には「エスコリアルの修道院と旧王宮」も含ま

れている。 

首都マドリードから北西に 50 キロほどにある小

さな町，それがエル・エスコリアルである。この地

名は，必ず定冠詞の「エル」がついた形で呼ばれる。

スペインが黄金時代を迎えていた16世紀に，この地

にひとつの修道院が建てられた。しかしそれはただ

の修道院ではなく，王宮，王墓，大聖堂，神学校な

どとの複合体であった。長さ 207 メートル，幅 161

メートルの花崗岩で作られた建物を，さらに関連施

設や庭園が囲むという広大なものである。スペイン

の黄金時代を代表するこの建造物は，500 年を経た

現在でもその威容を十分に保っている。 

 1469年にカステーリャ王国のイサベルとアラゴン

王国のフェルナンドが結婚し，その後両者がそれぞ

れ王位に就いたことによって両国が統一されスペイ

ン王国が誕生した（1479 年）。その後，スペインは

1492年には半島からイスラム勢力を駆逐し，海外で

は支援していたコロンブスが西インド諸島に到達し

た。両王の孫にあたるカルロス１世はその後神聖ロ

ーマ皇帝も兼ねることになり，その子フェリペ２世

の時代（在位1556-1598）には，スペイン王はポルト

ガル，ネーデルラント，ミラノ，ナポリ，シチリア，

サルデーニャ，そして広大な海外領土を含む史上最

大の領土を治めることになった。このフェリペ２世

が，エスコリアルの王宮を建てた目的のひとつは，

父カルロス１世をはじめとする王家一族の墓（パン

テオン）を作ることであった。現在，王宮は博物

ンテオン）を作ることであった。現在，王宮は博物

館になっているので，地下のパンテオンに安置して

ある歴代の国王，王妃，子供たちの棺を見ることが

できる。 

サン・ロレンソという名前の修道院には神学校と

図書館が併設されている。したがってその図書館の

正式名は「エル・エスコリアル・サン・ロレンソ王

立修道院付属図書館」である。しかし，研究者の間

では単に「エスコリアル」と呼ばれている。この図

書館の最大の特徴は，数多くの写本（ギリシア語，

ラテン語，アラビア語，ヘブライ語）を所蔵してい

ることである。アラビア語写本に関していえば，ス

ペインの図書館でアラビア語写本を所蔵しているの

は，ここの図書館とマドリードの国立図書館だけで

あり，特に科学関係の写本はエスコリアルにしかな

い。アラビア科学史家が「エスコリアル」という言

葉に特別の感情を抱くのはこのためである。 

 石の階段を昇って２階に上がると，メイン・ホー

ル（長さ55メートル，幅10メートル）に出る。こ

この天井にある大きなフレスコ画は，1586年から８

年をかけて P. ティバルディという画家が描いたも

のであり，明らかにミケランジェロの影響を受けて

いる。閲覧室は建物の大きさの割には狭く，20人ほ

どの席しか用意されていない。おそらくこれで十分

なのだろう。あらかじめ連絡をとっておいた図書館

長の神父に面会し，今までフィルムやコピーでしか

見ることのできなかったアラビア語写本を実際に見

ることができた時，やっと大きな溝を埋めることが
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できたような気がした。そして，1584年，新築間も

ないこの王宮で国王フェリペ２世に謁見した天正遣

欧使節のことが，ふと頭に浮かんだ。 

1671年の火災などたびたび貴重な蔵書を失う出来

事もあったが，現在の蔵書数は写本を含めて４万冊

である。4,000 冊にのぼるアラビア語写本は，フェ

リペ２世の後を継いだ息子のフェリペ３世の時代

（在位1598-1621）に集められたものだ。アラビア語

のエスコリアル写本と言えば，研究者の間では，多

くの写本が水に濡れて部分的に文字が消えてしまっ

ていることでも有名である。これは，かつてスペイ

ン軍が海上でフランス艦船から戦利品を奪い返した

時に海水を浴びてしまったからである。実は，私は

2000年に占星術に関するアラビア語テキストの校訂

版を出版したのだが，その時に使用したアラビア語

写本のひとつはエスコリアルのものであった。実際

にその時に使ったのは，ある教授が持っていたコピ

ーを再コピーしたもので，海水を浴びた上半分ほど

が読めない状態であった。今回，改めて実物を見た

ところ，紙は変色していたが文字は鮮明であること

がわかり，なんとも複雑な思いをした。 

パリの国立図書館やエスコリアルにあるアラビア

語写本の多くは，本来ならばモロッコの首都ラバト

にある王立図書館にあるべきものなのかもしれない。 

 

かつてスペインをも支配し，高度なイスラーム文化

を誇っていたムラービト朝とムワッヒド朝時代

（11-13 世紀，首都はマラケシュ）から伝わる貴重

な写本を，現在ラバトの図書館で見つけることは難

しい。ヨーロッパにあるアラビア語写本は，実は絶

対王政時代の遺産でもあるのだ。 

フランス絶対王政最盛期のルイ14世（1638-1715）

が建造した，豪華さを誇るヴェルサイユ宮殿が「金

閣寺」だとすれば，スペイン絶対王政最盛期のフェ

リペ２世が建てた，簡素でありながら荘厳なエスコ

リアル宮殿は「銀閣寺」だと言えるかもしれない。 

（やまもと けいじ 文化学部教員） 

 

 

  

トゥールーズ第一大学図書館 

Bibliothèques de l'Université Toulouse  1 
（フランス共和国） 

                     中谷 真憲 

まず街について話そう。 
 ここはフランス南西部でトゥールーズという。パ

リよりはよほどバルセロナに近い。 
 フランスはまあどこでもそうだが，トゥールーズ

の街自体もさほど大きくはない。centre-ville（中心街）
と言っても15分程度で通り抜けてしまう。ただ活気
はある。時に異様なほどだ。この街を「フィレンツ

ェに似る」と評したのは，たしか今は亡き堀田善衛

氏（作家）だが，なるほど街の中心に位置するキャ

ピトル広場のたたずまいは堂々とし，かつ美麗で，

どこかイタリアの都市国家的雰囲気を漂わせてい

る。ことに残照の中，南仏独特の濃藍の空を背負っ

て立つ市庁舎の姿は何度見てもため息がでる。市が

毎日立つのも，フランス名物のデモが始終繰り広げ

られるのも，祭りが行われるのもこの広場だ。ここ 

はそれ自体が劇場のようなものだ。スケボーに興じる

若者がいれば，ビラを片手に議論に熱中する大学生が

いる。向こうでダンスを踊っているかと思えば，こち

らでは政治集会を開いている。雑踏は広場からはじま

り，広場に収束する。人は広場から育ち，広場に帰っ

てくる。こんなところにもフランス人の精神の根っこ

がある。 
で，大学の話だ。大体この街にはやたらと大学生が

多い。さして広くもないのに主要な大学だけで，社会

科学系の第一大学，人文学系の第二大学，医学系・理

系の第三大学と三つもあるからだ。ただ中心街にある

のはこの第一大学だけで，歴史も一番古い。紹介する

のはこの第一大学の図書館になる。 

 
（写真：Arsenal図書館外観）
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（写真：１階広間） 
 
大学の正面玄関から目を右手に転じるとテイスト

の似たもう一つの建物が目に入る。これが図書館だ。

学生たちが談笑する階段を数段上ってガラスの玄関

をくぐると，明るく広い空間に出る。図書館にあり

がちな威圧感はここにはない。むしろカジュアルな

雰囲気である。中央には十数台ほどのパソコンが並

び，試験前ともなると学生たちで埋まっている。空

いている席は要注意かもしれない。先日喜んで座っ

たら，キーボードのトップが五つほどなくなってい

た。 
 少し脱線になるが，この国の公衆電話は数年前ま

で壊れたものが多かった。小銭狙いなのか，ガンガ

ン殴られた跡のある哀れな電話機をよく見かけたも

のだ。現在はすべてカード型になって随分マシにな

った。そういえば今でもカフェなどでは便座がない

ところが多いが，これは盗まれてしまうからだそう

だ。日曜日に野外で立つ市にはたまに便座が売って

いるのだが，まさかあれは･･････？  あまり芳しい想
像ではないのでやめておこう。 
 この図書館の名称はArsenal（武器庫）といって随
分勇ましい。四二万五千冊の書物と二万五千の博士

論文を蔵する。内容は当然，法学・政治学・経済学

などの社会科学中心である。建物の各階がいくつか

の salle（部屋ないし房）に分かれており，基本的に
一階が法律と政治，二階が経済と経営，三階がまた

法律と政治，となる。法学部の学生は一階と三階の

往復で健康増進に励むことになる。面白いのは最上

階の特別コーナーで，ここは院生以上しか入れない。

一般学生の視線を浴びつつ，部屋の中央からさらに

上にのびる小さな螺旋階段を登ってアクセスするあ

たり，ちょっとした特権階級の趣がある。ここでは

勉強机に向かう背中にもどこか張り詰めた空気が漂

っている。何より，黙して語らないフランス人，と

いう世にも珍しいものが見物できる貴重なコーナー

でもある。おしゃべりに興じないフランス人という

のは，まあ世捨て人に等しい。 

日本でいうところの修士論文や博士論文の類はこ

のコーナーの棚に並べてある。以前はこの大学の院生

論文をすべて置いていたが，今はスペースの都合で優

秀なものだけに絞ったということだ。これはその棚の

横で勉強する院生諸君には随分とプレッシャーに違

いあるまい。ご同情申し上げる。論文といえばむろん，

他大学の博士論文も大量にあり，社会科学系の場合，

一九七二年以降のものはマイクロフィルム化されて

いる。このあたりは合理的だ。 
合理的でないのは，図書館の区分けである。経済・

経営系や労働法，環境法，国際法，そして国際政治と

いった分野は la Manufacture という別の大きな図書
館に収蔵されている。経済学部系の講義を行う新しい

建物の横にあるが，大学本体からは歩いて十分ほどか

かる。法学系，経済系の講義を掛け持ちの学生・教員

は大変だろう。 
私のいる IEP（政治学院）も実は大学本体と離れ，
通りを隔てた別の建物にある。瀟洒な中庭や歴史的な

建物があってなかなか洒落ているが，ここにも小規模

ながら政治学メインの自前の図書館がある。さらには

大学付属の各研究機関も独自の小さな図書館を有し

ていたりする。分野が必ずしも明確でない書物の場

合，それがどこにあるのか，あたりをつけるのは結構

難しい。さらに，人文系に近い書物ともなれば，メト

ロで何駅か乗って第二大学にまで行かなくてはなら

ないこともある。 
 こうなると，文献探しは事前に図書館を特定してお

かないと，ピクニックに行くようなものだ。幸いにし

て，各図書館はネットで串刺しに検索できるため所蔵

場所の特定自体は簡単だ。それでも分からなければ司

書の方に頼めば手伝ってもらえる。 
 トゥールーズ大学の起源は古く十三世紀前半の神学

部に遡る。背景には異端撲滅の狙いがあった。芝生生

い茂る裏庭に回るとその頃の遺跡の一部を今でも見

ることが出来る。某日，図書館から借り出した本を，

そこで寝転んで読んでいる学生がいた。着古したジー

ンズから iPodが無造作にはみ出している。昔の学僧
なら聖書片手にラテン語の章句でも唱えていたのだ

ろうか。 
 中世，この地に栄えた学問・文化は北フランスを

大きく凌駕していた。その誇りが今もなお連綿と息

づき，トゥールーズをフランス第二の学園都市に仕

立て上げた。大学も図書館も外見こそ新しいが，こ

の街に積み重ねられてきた学問的精神の強靭さは伊

達ではない。 
 iPodの学生の姿が一瞬，黒い異形の僧にだぶった。
幻影だが，そこに歴史がある，そんな気がした。 

（なかたに まさのり 法学部教員） 
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 図書館では，新たに 2つのデータベースを契約

しました。1 つは「JDreamII（ジェイドリーム・

ツー）」，もう 1つは「eol ESPer（イーオーエル・

エスパー）」です。これらは，学内のパソコンから

利用できます。 

 また，雑誌記事・論文を探すために役立つ

「Serials Solutions（シリアルズ・ソリューショ

ンズ）」もあわせて紹介します。 

 

 

 科学技術，医学に関する，学術論文や解説的記

事などの文献情報（日本語・外国語）を幅広く検

索できます。収録記事は 3,800 万件で，日本最大

級の科学技術文献情報データベースであり，世界

50 数カ国の情報を含んでいます。 

 
 上のデータベース選択画面で，検索する分野を

選択し，次に表示される検索画面でキーワードや

著者名，雑誌名などから検索します。論文等の内

容をまとめた日本語の抄録がついている記事がほ

とんどで，本文を読まなくてもある程度の内容を

押さえることができます。 

 

 

全国証券取引所および JASDAQ 上場企業 （約

3,700 社分）の有価証券報告書・半期報告書，お

よび非上場企業のうち国内において提出義務のあ

る全企業の有価証券報告書を利用（閲覧・印刷・

保存）できます。 

 そのほか，有価証券報告書から抽出した財務デ

ータの CSV 形式でのダウンロードや，企業基本情

報を確認することもできます。 

 企業研究だけでなく，就職活動における企業選

びの際にも活用してもらいたいデータベースです。 

 

 

 本学が契約している電子ジャーナルやフリージ

ャーナル（無料で提供されている雑誌）の中から

必要とするものを雑誌タイトルや ISSN で検索し

たり，A to Z リストから選択したりすることで，

その雑誌に掲載されている記事・論文の情報（本

文・抄録）が提供されるサイトへのリンクを提示

するシステムです。 

 読みたい雑誌記事・論文がどの雑誌に掲載され

ているのかわかっている場合は有効なツールです。 

 収録している雑誌は洋雑誌ですが，学生のみな

さんも海外の記事・論文を読むことにチャレンジ

してみてください。 

 

お困りの場合は 

レファレンスカウンターまで 

ここで紹介したツールや他のデータベ

ース・電子ジャーナルの使い方，図書

館の膨大な資料の中から必要な情報を

探し出す方法，図書館にない資料や情

報の入手方法については，レファレン

スカウンターで気軽にご相談ください。

このコーナーでは, 現在導入しているデータベースの検索ツール等を紹介します。 
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パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
く
こ
と

で
、
店
の
独
自
性
が
生
ま
れ
て
く
る
」
と
、
サ

イ
ト
を
利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
重
要
性
を
語

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

の
お
か
げ
で
、
遠
方
の
方
で
も
店
の
本
を
買
う

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
売
り
上
げ
を
そ

ち
ら
で
も
賄
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
。 

 

本
屋
に
憧
れ
る
人
は
読
む
こ
と
必
須
の
一
冊

で
す
。 

 

文
化
学
部 

四
年
次
生 

 
 

阪
上 

裕
子 

（
さ
か
う
え 

ゆ
う
こ
） 

 

『
本
屋
さ
ん
の
仕
事
』 

江
口
宏
志
ほ
か
著 

平
凡
社
刊 

 

024-EGU /３階-資格・就職 

本
屋
さ
ん
の
仕
事 

新
聞
が
新
聞
紙
（
が
み
）
に
な
る
よ
う
に
、

雑
誌
も
一
種
の
消
耗
品
で
す
か
ら
、
図
書
館

を
利
用
す
る
の
は
か
し
こ
い
方
法
で
す
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
誌
は
充
実
し
て
い
ま
す
し
、
音

楽
・
演
劇
も
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

留
学
の
雑
誌
が
あ
り
、
と
く
に
就
職
誌
も
多

い
の
で
す
。
趣
味
と
就
職
に
は
、
さ
ほ
ど
本

好
き
で
な
い
人
に
も
、
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
は
、

お
す
す
め
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
社
会
に
一
石
を

投
じ
る
評
論
文
の
載
る
総
合
雑
誌
や
芥
川
賞

の
載
る
文
芸
誌
も
あ
り
ま
す
。
週
刊
誌
も
、

自
然
科
学
の
雑
誌
も
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
楽

し
め
ま
す
。 

 
さ
て
、
こ
こ
で
挙
げ
る
の
は
『
時
刻
表
』
。

大
小
何
種
類
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
代
表
的

な
の
が
こ
れ
。
今
は
ネ
ッ
ト
調
べ
も
で
き
ま

す
が
、
こ
れ
一
冊
で
、
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
に
限
ら

ず
、
長
距
離
バ
ス
か
ら
フ
ェ
リ
ー
、
航
空
機

は
国
際
線
ま
で
、
何
で
も
あ
り
の
デ
ー
タ
集
。

発
着
時
刻
や
便
は
も
ち
ろ
ん
、
距
離
も
運
賃

も
読
み
取
れ
ま
す
。
そ
ば
に
地
図
を
置
い
て
、

旅
行
の
計
画
を
立
て
た
り
、
お
金
が
な
か
っ
た

ら
紙
上
旅
行
も
面
白
い
。
Ｊ
Ｒ
の
路
線
を
一
筆

が
き
で
最
長
キ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
る
楽
し
み

も
あ
り
ま
す
。 

 

物
好
き
な
人
に
よ
る
と
、
一
冊
に
あ
る
数
字

は
五
百
万
字
も
あ
る
ら
し
い
。
数
字
ば
か
り
で

頭
が
痛
い
？ 

使
い
方
セ
ミ
ナ
ー
で
も
や
り
ま

す
か
。
旅
ご
こ
ろ
そ
そ
ら
れ
る
「
雑
誌
」
で
す
。 

 

経
済
学
部
教
員 

蓮
井 

敏
（
は
す
い 

さ
と
し
） 

  

『
Ｊ
Ｔ
Ｂ
時
刻
表
』 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
日
本
交
通
公
社 

001JAA1 /２階-雑誌 

時
刻
表 

 

「
本
屋
さ
ん
の
仕
事
は
ど
の
お
店
で
も
同

じ
だ
ろ
う
」
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

大
型
書
店
が
市
内
で
激
し
い
生
存
競
争
を
繰

り
広
げ
て
い
る
中
で
、
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

考
え
な
け
れ
ば
本
屋
の
経
営
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
の
で
す
。 

 

今
回
お
薦
め
す
る
『
本
屋
さ
ん
の
仕
事
』

で
は
、
全
国
に
数
多
く
あ
る
本
屋
の
中
で
も

一
際
目
立
っ
た
方
法
で
書
店
業
界
に
新
し
い

風
を
吹
き
込
ん
で
い
る
書
店
員
の
方
々
が
独

自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
哲
学
を
徹
底
的
に
語
り
ま

す
。 

 

本
屋
に
と
っ
て
最
大
の
敵
と
も
考
え
ら
れ

て
い
る
ア
マ
ゾ
ン
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
サ
イ
ト
で
す
が
、
本
屋
が
実
際
の
店
舗
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
両
方
を
有
効
利
用

し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
書

店
業
界
で
必
要
不
可
欠
だ
と
複
数
の
書
店
員

の
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
本
書
に
登
場

す
る
京
都
市
左
京
区
の
恵
文
社
店
長
・
堀
部

篤
史
さ
ん
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
そ
の
店
の 
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マ
ー
サ
の
幸
せ
レ
シ
ピ

東
の
空

の
生
活
に
目
を
開
か
れ
て
ゆ
き
、
幸
せ
の
意

味
を
知
る
こ
と
に
な
る
。 

 

マ
ー
サ
の
心
の
成
長
を
描
く
、
と
い
う
あ

り
ふ
れ
た
題
材
な
が
ら
、
ネ
ッ
テ
ル
ベ
ッ
ク

監
督
の
こ
だ
わ
り
が
随
所
に
あ
り
飽
き
さ

せ
な
い
。
『
グ
ッ
バ
イ
、
レ
ー
ニ
ン
！
』
や

『
ヒ
ト
ラ
ー
、
最
期
の
十
二
日
間
』
も
い
い

が
、
小
味
の
効
い
た
作
品
と
し
て
楽
し
め

る
。 

 

文
化
学
部
教
員 

 
 
 

時
田 

浩
（
と
き
だ 

ひ
ろ
し
）  

世
界
を
自
分
の
目
で
見
た
か
っ
た
。
大
学

在
学
中
、
音
楽
活
動
を
続
け
な
が
ら
も
、
深

夜
２
４
時
か
ら
朝
８
時
ま
で
週
三
日
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
働
き
、
休
日
に
は
慣
れ
な

い
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ

て
１
５
０
万
円
の
旅
費
を
貯
め
た
。
そ
し
て

旅
立
ち
の
朝
を
迎
え
た
と
き
、
一
年
分
の
睡

眠
時
間
を
削
っ
て
手
に
し
た
チ
ャ
ン
ス
に

誇
り
を
感
じ
て
い
た
。 

一
年
間
の
休
学
手
続
き
を
済
ま
せ
た
後
、

大
阪
港
か
ら
船
に
乗
り
上
海
へ
、
そ
し
て
ア

ジ
ア
、
中
近
東
、
中
南
米
、
米
国
と
世
界
約

３
０
ヶ
国
を
西
へ
西
へ
と
一
人
旅
し
た
。
し

か
し
、
僕
の
目
に
し
た
多
く
の
国
々
で
は
旅

を
す
る
チ
ャ
ン
ス
ど
こ
ろ
か
、
基
本
的
な
衣

食
住
や
教
育
の
機
会
さ
え
も
満
足
に
保
証

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
世
界
を
初
め
て
自
ら

の
瞳
の
中
に
原
色
で
捉
え
、
日
本
の
大
学
生

が
た
っ
た
一
年
働
い
た
だ
け
で
手
に
す
る

こ
と
の
で
き
た
旅
費
の
重
み
を
考
え
た
と 

き
、
日
本
人
と
し
て
何
を
大
切
に
生
き
て
い
く

べ
き
か
と
い
う
命
題
が
心
の
中
に
芽
生
え
た
。 

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ア
ル
バ
ム
「
東
の
空
」
に
収

録
し
た
９
曲
は
、
あ
の
旅
が
な
か
っ
た
ら
、
決

し
て
生
ま
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
言
葉
と
音

楽
で
す
。
擦
り
切
れ
る
ぐ
ら
い
に
聴
い
て
も
ら

え
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

２
０
０
６
年
２
月 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り 

 
 

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー 

川
﨑 

敬
也
（
か
わ
さ
き 

た
か
や
） 

平
成
十
一
年 

法
学
部 

卒
業
生 

[DVD] 778.234-NET / １階

[CD] 767.8-KAW / １階 

 

 
映
画
は
あ
ま
り
見
な
い
。
こ
の
作
品
も
映

画
館
で
上
映
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

く
ら
い
だ
。
知
人
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
持
っ
て
い
る

の
を
目
に
し
、
ド
イ
ツ
映
画
と
は
思
え
な
い

タ
イ
ト
ル
（
邦
題
）
と
箱
の
デ
ザ
イ
ン
が
、

な
ぜ
か
気
に
な
っ
た
の
で
買
っ
て
み
た
。 

 

マ
ー
サ
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
天
才
シ
ェ

フ
。
完
璧
な
腕
前
に
み
な
一
目
置
い
て
い
る

が
、
オ
ー
ナ
ー
だ
け
は
彼
女
の
こ
と
を
「
街

で
二
番
目
の
シ
ェ
フ
」
と
呼
ぶ
。
訳
知
り
顔

に
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
る
客
が
い
る
と
キ
レ
て

し
ま
い
、
喧
嘩
を
す
る
始
末
。
セ
ラ
ピ
ス
ト

に
通
う
の
が
毎
週
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
。 

 

そ
ん
な
マ
ー
サ
が
、
事
故
死
し
た
姉
の
娘

リ
ナ
を
引
き
取
り
一
緒
に
暮
ら
し
始
め
る
。

リ
ナ
は
母
親
を
な
く
し
た
シ
ョ
ッ
ク
で
心
を

閉
ざ
し
て
い
る
。
職
場
に
も
イ
タ
リ
ア
人
シ

ェ
フ
の
マ
リ
オ
が
加
わ
り
、
今
ま
で
と
は
違

う
流
儀
を
迫
ら
れ
る
。
天
才
な
ら
で
は
の
孤

独
の
日
々
か
ら
、
マ
ー
サ
は
徐
々
に
二
人
と 

 
『HIGASHI NO SORA』

CD (48分 45秒) 

Sandra  Nettelbeck  監督 
2001年 DVD（102分） 
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寄贈順（10/１～３/31） 敬称略

小田 秀典（経済学部） 

『The Experimental Economics Week in honor of Dr 
Vernon L. Smith, 13-17 December 2004』ｖ.1,2  
Hayashibara Foundation, c2005 

高田 正明（文化学部） 

『外国語独学法』 Massey University, 1995 

時田 浩（文化学部） 

『世紀を超えるブレヒト』 郁文堂, 2005 

青本 和彦（理学部） 

『岩波数学入門辞典』 岩波書店, 2005 

藤井 則彦（経営学部） 

『エッセンシャルアカウンティング』 同文舘出版 , 
2005  

佐々木 利廣（経営学部） 

『はじめて経営学を学ぶ』 ナカニシヤ出版, 2005

伊藤 正美（理学部） 

『The mathematical foundation of informatics : 

proceedings of the conference, Hanoi, Vietnam, 

25-28 October 1999』 World Scientific, c2005

井奥 成彦（経済学部） 

『19 世紀日本の商品生産と流通 : 農業・農産加工

業の発展と地域市場』 日本経済評論社, 2006 

   
 
 

 

  春学期の図書館利用教育計画 

◆新入生対象図書館利用教育（クラス単位） 
  ４月中旬から，各学部の授業の１コマで 
 実施。主な内容は，利用案内・館内案内・ 
 蔵書検索実習などです。 
◆ゼミ対象文献探索ガイダンス（クラス単位） 
  ４月から７月まで実施。ゼミのテーマに 
 合わせた文献探索法の説明とデータベース 
検索実習を行います。 
◆就職支援ガイダンス（個人単位） 
  希望の業種の動向や個別企業の情報など， 
就職活動にすぐ役立つ「就活力セミナー」を 
進路センターと共催で実施します。関心のあ 
る方は１年次生から参加可。日程等は図書館 
HP，POST，館内掲示でご確認ください。 

 パソコン室のパソコンを増設しました！  

  パソコン室のパソコン８台と，プリンター 
2台を増設し利用環境を改善しました。 

 

新規導入データベース紹介 ⇒詳細は p.13 

◆JDreamⅡ（ジェイドリーム・ツー） 

科学技術，医学に関する学術論文や解説的 

 記事などの文献情報を幅広く検索できる日本 

最大級の科学技術文献情報データベース。世 

界50 数カ国の情報を含んでいます。 

◆eol ESPer （イーオーエル・エスパー） 

全国証券取引所およびJASDAQ 上場企業 

（約3,700 社分）と非上場企業の有価証券報告 

書です。就職情報探索にも活用できます。 

（案内）「万能の人 ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾀﾞ･ｳﾞｨﾝﾁ」展 

   イタリア・ルネッサンス初期にあって「万

能の天才」と称されたレオナルド・ダ・ヴィ

ンチ（1452-1519）は，誰もが知る「最後の
晩餐」「モナ・リザ」などの名画のほかに膨大

な手稿を残しました。本学図書館が所蔵する

ファクシミリ版の手稿を通じて，レオナルド

という稀有な天才の世界を体験してください。 
○主な展示資料： 
・解剖手稿 
・マドリッド手稿 など 
○期間：平成 18年５月 31日（水）まで 
○会場：図書館１階パソコン室展示スペース 

（案内）ハート・ウォーミング・プログラム 

映画上映会 

   「春だ 映画だ 図書館だ 」と銘打って 
４月６日（木）から 12 日（水）の１週間，
図書館ホールで話題の 10 作品を連続上映し
ます。日程，タイトル等は POST，学内掲示
板，館内掲示でご確認ください。 

（予告）「第２回図書館書評大賞」実施！ 

   今年度も図書館書評大賞の書評原稿を募集

します。応募資格は学部学生のみ，書評対象

図書は本学図書館の所蔵図書です。応募期間

は，６月１日（木）～９月下旬です。応募要

領等の詳細は図書館 HP，POST，館内掲示で
発表します。   

 

新年度を迎え，『Lib. 』も新しいスタートを切りました。
今号の特集はいかがでしたか。正しい日本語を使うという
のは難しいことです。トレーニングの場として，癒しの場
として，誰よりも図書館を使いこなしてください。 
誌面の構成やカットにご協力いただいた漫画部，デザイ
ン部，出版研究会のみなさん，ありがとうございました。 

発 行 京都産業大学図書館 

所在地 〒603-8555 京都市北区上賀茂本山 

電 話 (075)705-1446 


